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 １.アントワープ港の情報化戦略 
  （1）港湾情報システムの開発と現状 
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 （2）ポートコミュニティシステムについて 

2015年度 国際港湾経営研修報告 3 

・APCS（APA、税関、私企業で開発） 
 
・無料、24時間・365日利用可能 
 
・さまざまなアプリケーションと連結 
 
・データ交換が可能（XML使用） 
 
・2014年にバージョンアップ 



④航行 ③危険品貨物 

4種類の大きな機能 
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①貨物＆ロジスティクス ②通関手続き 



①貨物＆ロジスティクス 
貨物＆ロジスティクス関係のアプリケーションソフト一覧表 
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・Port dues（入港料の 
      申告に使う） 
 
・reUse（空コンの検索） 
 
・Cubix（ブレークバルク 
          専用） 
 
・BTS（バージ交通 
       システム） 
 
 



②通関手続き 
ＣＵＳＴＯＭＳ関係のアプリケーションソフト一覧表 
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・APICS（船舶 
  向け申請） 
 
・e－Desk 
（貨物の検索） 
 
 
 
 



③危険品貨物 

危険品関係のアプリケーションソフト一覧表 
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④航行に関して 航行に関するアプリケーションソフト一覧表 
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・Wastecollection 
（船舶の廃棄物 
       申請） 
 
・Cubix 
 （港湾施設使用 
   料の請求額 
  を確認できる） 
 
 



①戦略 

 ・ソフトウエアの開発  

  （市場の分析） 

 

②新たなアプリケーションソフトの開発  

 ・ひとつのアプリケーションに統合 

 

③開発予算や料金 

 ・今のところ無料で提供 

2015年度 国際港湾経営研修報告 9 

・ニーズがあり存在していない 
 場合に開発開始 
 
・ある企業が開発している場合 
 公開できないか交渉 
 

・予算は非公開 
 
・利用料は無料 
 



 歴史： 

  2009年          ロッテルダム（info link） 

＋ 

    アムステルダム（Port Net） 

＝ Port Base 

  現状： 
    ①オランダにおいて約3,200の顧客 
    ②40以上のサービスを提供 

 

 

 

 

 2.ロッテルダム港の情報化戦略 
  （1）港湾情報システムの開発と現状 
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（2）ポートコミュニティシステムについて  
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①３つの大きな機能 
 
 

（様々なアプリケーション群）  

（全てのサービスのための基本的な 
      プラットフォーム） 

（企業間と政府間によって交換される 
 情報に対し中央データベース機能） 

2015年度 国際港湾経営研修報告 12 



バルク貨物 コンテナ 輸入 

輸出 

②対象となる利用者や項目 
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① 
・ロッテルダムと内陸 
 ターミナルオペレーター 
 により開発 

・空コンが内陸部に 
 どれだけあるか、 
 どこのターミナルや 
 デポにあるか検索できる 

・インタ―モーダルルートプランナーという機能があり、 
 最も効率的で接続可能なる―トを検索できる 

・出発日・到着日及び目的地を入力すると日付にポイントがあり、バージや鉄道輸送 
 を使うと通過時間まで分かり道路輸送に比べてCo2がどれだけ削減するかについて 
 の情報が付加される。 



②Next Logic 
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・内陸コンテナ輸送の信頼と競争力に 
 向けての取り組み。 

・主にバージでの輸送を支援するシステムで        
あり、クレーンやバージの効率性の向上を  

  図るものである。（接岸するターミナルや 
  荷役の順番など受付整理する） 

・最適な寄港地を選び 
 ターミナルやバージに 
 とっても中立的に機能する 

・BRAINという専用システム 
 を使い運用し効果 



① 情報システムの効率化 
    ・物流情報のプラットフォームとしていかに効率化していくかを念頭に 

     置きポートコミュニティシステムの構築を進めている 

② ＩＴに対しての戦略 

  Ａ）人材育成 
    ・質の高い人材確保に力を入れており今の人材を研修により高めていく 

  Ｂ）価値あるロジスティクスを提供する 
    ・シームレスなITフローによる物流コンテンツの検討をすすめている 

     個々で物流のシステムを作っているがそれをいかにつなげ効率化して 

      いくかを考えている 

  Ｃ）スマートインフラの活用 
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・ＡＩＳ、ブルートゥース、においのセンサーの活用 



（1）ITシステム開発と運用について 

  ・両港におけるアプローチの相違 

  ・プラットフォームとしての機能 

 

（2）ITマネジメントと港湾経営戦略  

  ・内陸部との接続性に重点を置く 

 

（3）港湾内での付加価値  

  ・貨物量だけでなく雇用の創出も重要な付加価値 
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